
学校運営協議会（ＣＳ大崎） 
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広島県府中市立栗生小学校の視察から学ぶ 

～学校・家庭・地域が一つになって子どもを育てる～ 

栗生小学校では、「自ら開こう 未来の扉」を合言葉に、学校・家庭・地域が力を合わ

せ、子どもたちの成長を支えています。 

地域の方々による学習支援や体験活動に加え、学校と地 

域をつなぐＣＳカフェ「ほっクリ」など、地域の力を生かした取 

組が進められています。 

【視察から学んだ３つのこと】 

（１）地域の方々が学校づくりに参画する 

地域の方々を支援する側だけでなく、子どもたちとともに学び、成長するパートナーと 

して捉えることが大切です。 

（２）地域のよさを子どもたちの学びにつなげる 

地域の人・もの・ことを生かした学習を通して、子どもたちが地域のよさに気付き、ふ 

るさとへの愛着を深めることができます。 

（３）学校と地域が目指す子ども像を共有する 

学校・家庭・地域が願いを共有し、それぞれの立場から子どもたちの成長を支えるこ 

とが、持続可能な学校づくりにつながります。 

「大崎っ子の成長を、みんなの力で！」 

 令和８年１０月１５日（木）に、コミュニティ・スクールの取組について学ぶため、CS大崎の

メンバーで広島県府中市立栗生小学校を視察しました。 

－ＣＳ大崎のさらなる充実に向けて－ 

大崎小学校でも、読み届けや学習支援など、地域の皆様に支えていただいてい

ます。今回の学びを生かし、学校・家庭・地域のつながりをさらに深めていきます。 

「みんなで育てる 地域の子ども」 

これからも、ＣＳ大崎へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

<大崎小学校の目指す子ども像＞ 

○学力をつけて、自分で考え意識し、行動・発言ができる子 

○しっかりとあいさつができ、互いに思いやりをもって行動できる子 

○心身ともに健康で、健やかに生活できる子 


